
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪社会科研究展応募内容について≫ 

◎作品の内容・テーマ：社会科についての自由研究 

◎作品の形式：もぞう紙(かべ新聞)・スケッチブック・レポート用紙・ 

立体物など。デジタル作品も受け付けます！ 

※単なる工作や社会科に関係のない作品は展示できません。 

※もぞう紙を使う場合の注意点は、うら面にあります。 

※デジタル作品は、学校のタブレットで表示できるファイル形式で 

出してください。作品の内容によっては印刷して展示したり、いくつかの作品を 

まとめて展示することもあります。 
 

＜研究のことでなやんだり、迷ったりしたら、「飯能市立博物館きっとす」へどうぞ＞ 

気軽に来館して声をかけてください。学芸員が、みなさんの相談にのります！ 
 

◎提出先 

各小・中学校に提出してください。※研究展には選ばれた作品のみが展示されます。 

 
≪第２９回飯能市小・中学校社会科研究展≫ 

・会期　令和８年９月１２日（土）～９月２７日（日） 

・会場　飯能市立博物館　きっとす 

※会場に展示された方には、もれなく賞状が授与されます。 

※展示作品の中からすぐれた作品を選び、特別賞（教育長賞・博物館長賞・学芸員賞・社会科部会賞）を 

　選定します。 

　　※今年度は参加賞、特別賞とも副賞はありません。 

≪研究発表会≫ 

特別賞に選ばれた方による、研究発表の会です（参加は自由です）。 

・日時／会場　令和８年９月２７日（日）午後２時～／飯能市市民会館 会議室２０２ 

≪主　催≫　飯能市立博物館 飯能市市民会館　≪共　催≫飯能市教育研究会社会科部会 

 

 

 

 

もぞう紙をつかった作品は、以下のことに注意して作成してください。 

 

※１【特別賞の選考基準】 
「①地域を対象としている」、「②聞き取り調査やフィールドワークなど自らが足を使って得た情報を基としている」、
「③児童生徒ならではのユニークな視点や工夫が見られる」、「④調査結果がわかりやすくまとめられている」以上のい
ずれかに該当する、当該年度の出展作品を特別賞の選考対象とする。 
◎教育長賞：最も優れた作品。（全体で１点） 
◎博物館長賞：教育長賞に次いで特に優れた作品。（全体で上限２点） 
◎学芸員賞：優れた作品。（全体で上限６点） 
◎社会科部会賞：「選考の観点」のうち③または④の項目において特に優れた作品。（全体で上限２点）
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①もぞう紙の使い方について（図１） 

◎作品のサイズについて 

なるべく、横７８．８㎝×縦１０９．１㎝（ふつうに売られているもぞう紙のサイズ）

以下にしてください。 

◎余白について  

展示会場のつごうなどにより、もぞう紙の上のはしに穴を開けるなどの加工をする場

合があります。上側のはじから１０㎝、左右と下のはじから５㎝ほど余白をとってくだ

さい。 

◎もぞう紙を２枚以上つかう場合について 

もぞう紙を２枚以上つかう場合は、必ず上のはじの部分でとじ合わせてください。 

（下の②および図１を参照してください） 

 

②もぞう紙の上側のはじに開ける展示用の穴について（図２） 

上側のはじは、ホッチキスなどでしっかりとじてください。ガムテープなどで補強し

た上で穴を開けて展示する場合があります。上側のはじから１０㎝には文字や図などを

かかないようにしてください。 

 

図１　もぞう紙の使い方　　　　　　　　　　　　図２　とじしろ部拡大 

　　　　横 78.8 ㎝以下 

　　　　　　　　　　　　　　⇦とじしろ部 

　　　　　　　　　　　　　　 (上側のはじ)  

 

 

　　　　　　　　　　　　　　縦 109.1 ㎝ 

以下 

 

 

 

 

 

③作品の補強・補修作業について 

展示後、作品の重みでやぶれてしまう、丸まってしまうなど補強や補修を行う必要性が生

じた場合、状況に応じてガムテープやセロハンテープによる補強やおもりの取り付け、吊り

下げ穴の増設など、博物館職員が作品に手を加えることがありますのでご承知おきください。 

 

※わからないことがありましたら、市立博物館きっとすまでお問い合わせください。 

　→テーマの見つけ方や調べる方法の質問も大歓迎です！ 

穴(直径 5mm程度)

10cm 5cm

ガムテープなど

TEL：972-1414　FAX：972-1431 

E-Mail：museum@city.hanno.lg.jp愛称：きっとす

10cm

横端左右と下側 5cm、上側 10㎝（色が付いた部
分）は字や図を書かないようにしてください。

5cmずつあける


